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概  要 

 

われわれは、植物油や糖などのバイオマスを基質とした微生物によって産生

される生分解性プラスチックの開発に取り組んでいる。例えば、特定の微生物

に糖を炭素源として培養すると、融点 180℃の樹脂が得られ、油脂を炭素源

とすると低融点の樹脂を得ることができる（写真参照）。炭素源や微生物種に

より、得られる樹脂の物性をコントロールが可能となる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

環境適合材料をプラスチック工業材料として用いる場合、伸び特性や環境中

での分解性など、幅広い特性が求められる。本技術では、未利用バイオマスか

ら環境適合材料を産生することで、地球にやさしい材料開発を目指している。 

本技術の 

有用性 

廃棄物として捨てられている糖や未利用の植物油脂を炭素源として微生物

を用いて有用な物質を生合成させることは、バイオマスの有効利用、地球環境

の保全に有効な技術の 1つである。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 
         

高融点の微生物ポリエステル     低融点の微生物ポリエステル 

適用可能製品 
プラスチック製品、除放性材料、生体適合材料 
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